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要 旨   

背景・目的：生活水準の向上に伴い、長期飲酒によるアルコール性肝疾患は一般的

な複合疾患となっている。プロバイオティクス介入はアルコール摂取による肝障害

の軽減に寄与する可能性があるが、そのメカニズムについてはさらなる調査が必要

である。 

方法：本研究では、70名の長期飲酒者（18～65歳、1日あたり 20g以上の飲酒を 1

年以上継続）を対象とし、BC99群とプラセボ群に無作為に割り付けた。 両群はそ

れぞれ BC99（3g/日、1×1010CFU）またはプラセボ（3g/日）を 60日間投与され

た。介入前後で、血液一般検査指標、肝機能、腎機能、炎症因子、腸内細菌叢を評

価した。 

結果：ワイズマニア・コアグランス BC99 による介入は、アラニンアミノトランス

フェラーゼ、アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ、グルタミルトランスペプ

チダーゼ、血清総ビリルビン、血中尿素窒素、尿酸、および「血中尿素窒素/クレア

チニン」のレベルを低下させた。 また、Weizmannia coagulans BC99は、炎症促進

因子である TNF-αおよび IL-6のレベルを低下させ、抗炎症因子である IL-10のレベ

ルを増加させた。 腸内細菌叢分析の結果、Weizmannia coagulans BC99は腸内細菌

叢の不均衡を調節し、有益な細菌（プレボテラ属、フェカリバクテリウム属、ロゼ

ブリア属）の豊富さを増加させ、条件付き病原性細菌（大腸菌・赤痢菌およびクレ

ブシエラ属）の豊富さを減少させた。 LEfSe解析とランダムフォレスト解析の両方

から、BC99によって誘導された Muribaculaceaeの豊富さの増加が、アルコールに

よる肝損傷を軽減する重要な要因であることが示された。 

結論：これらの知見は、Weizmannia coagulans BC99がアルコール性肝障害を軽減

する可能性を有し、長期飲酒者における肝保護の有効な戦略を提供することを示し

ている。 
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